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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年8月7日(2008.8.7)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月16日(2008.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体試料内の少なくとも１つの対象物質を検出する方法であって、
　前記対象物質を含む、または含むと思われる液体試料を提供するステップと、
　多孔質材料を少なくとも部分的に湿らせるに十分な量の前記液体試料を、前記多孔質材
料に塗布するステップと、
　前記多孔質材料を、直接的または間接的に前記対象物質を結合することができる、少な
くとも１つの特定結合対メンバーを含む多孔質膜と接触させるステップと、
　前記多孔質材料内に存在する液体が前記多孔質膜の内側、外側、内部、および／または
その周辺に拡散するように、前記多孔質材料と多孔質膜との接触を十分な時間保持するス
テップであって、
　前記多孔質膜の内側、外側、内部、および／またはその周辺への前記液体の拡散によっ
て、前記特定結合対メンバーへ直接的または間接的に結合する前記対象物質を、存在する
場合に、もたらすステップと、
　前記特定結合対メンバーおよび前記対象物質を含む錯体の有無を検出するステップであ
って、
　前記少なくとも１つの錯体の存在が、前記液体試料内に前記対象物質が少なくとも１つ
存在することを示すステップと、を含む方法。
【請求項２】
　前記多孔質材料および多孔質膜を含む装置を提供するステップをさらに含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】



(2) JP 2008-522165 A5 2008.8.7

　前記多孔質材料は、前記液体試料をろ過して設定値よりも大きいサイズの物質を取り除
く、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ろ過は、前記多孔質材料を通った前記液体試料からの液体の不連続な入り込みによ
るものである、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記液体は、２つ以上の対象物質を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　各対象物質は、互いに異なる対象物質である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記液体は、糞便、血液、食品、または環境試料を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記対象物質は、クロストリジウム・ディフィシール毒素Ａ、クロストリジウム・ディ
フィシール毒素Ｂ、またはその両方である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記対象物質は、１つ以上の毒素、細菌、ウイルス、細菌産物、酵素、または寄生体で
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記対象物質は、グルタミン酸脱水素酵素である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記物質は、動物またはヒトの生成物である、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記物質は、抗体またはラクトフェリンである、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記特定結合対メンバーのうちの１つ以上が抗体であり、前記抗体のそれぞれが異なる
か、または１つ以上の他のものと同じである、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記錯体の存在を検出する前に、前記膜を洗浄するステップをさらに含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記多孔質材料に前記液体試料を塗布するステップは、前記多孔質膜から空間的に分離
された、前記多孔質材料上の１つの位置において前記液体試料を塗布するステップを含み
、それによって、前記液体試料の少なくとも前記液体が前記多孔質材料に移動し、次いで
前記多孔質膜に移動する、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記液体試料は、前記多孔質材料を通って、入り込みプロセスを介して前記多孔質膜に
移動する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記膜、前記多孔質材料、またはその両方に物理的な力を加えるステップをさらに含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　検出するステップは、対象物質に結合された標識から発せられたシグナルを認識するス
テップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記シグナルは、前記特定結合対メンバー内、またはその周辺に形成された有色の沈殿
生成物によって生成される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記多孔質材料に前記液体試料を塗布する前に、標識複合体を前記液体試料と混合する
ステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
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　前記標識複合体は、ラテックスビードまたは他の有色粒子、コロイド状金粒子、または
基質と結合して検出可能なシグナルを作成する反応性物質を含む、請求項２０に記載の方
法。
【請求項２２】
　前記シグナルは、非視覚的なシグナルである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記方法は、１つ以上の核酸を検出し、または１つ以上の核酸は、特定結合対メンバー
である、請求項１に記載の方法。
【請求項２４】
　液体試料内の少なくとも１つの対象物質を検出するための装置であって、
　（ａ）前記液体試料を受けるための多孔質材料を含む受け具であって、前記液体試料の
少なくとも一部を吸収して透過することができる前記多孔質材料と、
　（ｂ）前記対象物質または前記対象物質に結合された物質に対して特異的である特定結
合対メンバーを含む多孔質膜と、を備え、
　前記受け具および多孔質膜は、前記多孔質膜が、前記特定結合対メンバーを含む前記多
孔質膜の少なくとも一部にわたって、前記多孔質材料と直接接触できるようにそれぞれ成
形される装置。
【請求項２５】
　前記受け具を含む容器をさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記多孔質膜のための把持部をさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　洗浄液受けパッドをさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　液体試料塗布パッドをさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　ろ過パッドをさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　前記装置は、前記多孔質材料および前記多孔質膜を含む反応パッドを含む容器を備え、
前記容器は、前記多孔質膜のための把持部を備え、
　前記容器は、前記多孔質材料の少なくとも一部が加圧されるように、前記多孔質膜およ
び／または前記多孔質材料に作用する圧力を生じさせる、請求項２４に記載の装置。
【請求項３１】
　前記圧力は、前記多孔質膜の少なくとも一部にわたって、前記多孔質膜および前記多孔
質材料を直接接触させる、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記圧力によって、液体が、受動拡散によって前記多孔質膜と前記多孔質材料との間を
通過できる、請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　液体試料内の少なくとも１つの対象物質を検出するための装置であって、
　（ａ）前記液体試料を受けるための多孔質材料を含む受け具であって、前記液体試料の
少なくとも一部を吸収して透過することができる前記多孔質材料と、
　（ｂ）前記対象物質または前記対象物質に結合された物質に対して特異的である特定結
合対メンバーを含む多孔質膜と、を備え、
　前記受け具および多孔質膜は、前記多孔質膜が、前記特定結合対メンバーを含む前記多
孔質膜の少なくとも一部にわたって、前記多孔質材料と直接接触できるようにそれぞれ成
形され、
　前記多孔質膜および多孔質材料は、異なる化学構造を有する異なる要素である装置。
【請求項３４】
　前記多孔質膜および多孔質材料は、前記多孔質材料に塗布された液体試料が、前記多孔
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質膜の内側、外側、内部、およびその周辺に拡散するように、物理的に接触する、請求項
３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記多孔質膜と多孔質材料との間の物理的接触は、前記装置の感度が改善されるように
発生される、請求項３３に記載の装置。
【請求項３６】
　前記多孔質材料と多孔質膜は、前記対象物質が、前記装置に対する一方向の様態で前記
多孔質膜を横断して前記対象物質を検出する必要がないように、互いに接触して構成され
る、請求項３３に記載の装置。
【請求項３７】
　前記多孔質材料と多孔質膜は、それら２つの間に液体の単一な、無方向性の拡散が生じ
るような方法で互いに接触する、請求項３３に記載の装置。
【請求項３８】
　液体試料内の対象物質の存在または量を検出するための装置であって、
　前記液体試料を受けるための試料受けゾーンであって、
　多孔質材料上に存在する前記試料受けゾーンと、
　前記試料受けゾーンで受けた前記液体試料をろ過するための試料ろ過ゾーンであって、
　多孔質材料上に存在する前記試料ろ過ゾーンと、
　前記対象物質または前記対象物質に結合された物質に、特異的に結合する検出ゾーンに
おいて、特定結合対メンバーを備える多孔質膜と、を備え、
　前記多孔質膜は、前記多孔質材料のうちのいずれとも同じ要素ではなく、
　前記多孔質材料および多孔質膜は、前記検出ゾーンの一部を含む少なくとも１つの領域
上で物理的に接触し、
　前記多孔質材料および多孔質膜は、前記液体試料内に存在する液体が、前記検出ゾーン
の少なくとも一部を含む領域において、実質的に任意の無方向性の様態で、前記多孔質膜
の内側、外側、内部、および／またはその周辺に拡散できるような構成で物理的に接触す
る装置。
【請求項３９】
　前記多孔質材料および多孔質膜の少なくとも一部を含む容器をさらに備える、請求項３
８に記載の装置。
【請求項４０】
　洗浄液受けゾーンを含む多孔質材料をさらに備える、請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　受け具と、
　少なくとも１つの対象物質または前記物質に結合された物質に特異的に結合する、少な
くとも１つの特定結合対メンバーを含む多孔質膜と、を含む装置であって、
　前記受け具は、塗布ゾーンと、ろ過ゾーンと、反応ゾーンとを備え、
　前記受け具および前記多孔質膜は、前記特定結合対メンバーと前記反応ゾーンの少なく
とも一部を含む、前記多孔質膜の少なくとも一部上で物理的に接触する装置。
【請求項４２】
　前記受け具または前記多孔質膜と物理的に接触する、洗浄液受けパッドをさらに備える
、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　洗浄液受けパッドと、液体不透過性膜と、をさらに備え、
　前記洗浄液受けパッドは、前記受け具に隣接し、前記液体不透過性膜は、前記受け具と
洗浄液受けパッドとの間に挿入され、これらの両方と物理的に接触する、請求項４１に記
載の装置。
【請求項４４】
　前記不透過性膜を取り除くことによって、前記受け具と洗浄液受けパッドの少なくとも
一部の間で物理的な接触がもたらされる、請求項４３に記載の装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　図１９は、図１６に示されるもの類似した本発明の実施態様を示す。図１９Ａは、閉じ
た位置の装置を示す。図１９Ｂは、開いた位置の装置を示す。図１９Ａから分かるように
、装置１９は、蝶番１９８０を介して連結される、上半分１９３５ａと下半分１９３５ｂ
とを備えた容器を備える。上半分１９３５ａは、試料塗布パッド１９５１と一体化され、
把持部１９３６によって適所に保持される反応パッド１９１０を備える。膜１９２０は、
反応パッド１９１０と洗浄液受けパッド１９４０との間に配置され、把持部１９３６によ
って膜１９２０に加えられる圧力によってその両方と物理的に直接接触する。下半分１９
３５ｂは、膜１９２０と物理的に直接接触する洗浄液受けパッド１９４０を備える。この
装置の構成を有する本発明の方法の一実施態様の実施では、図１９Ａおよび図１９Ｂを組
み合わせて示されるように、（標識複合体を添加した）試料は、（反応パッド１９１０お
よびろ過バット１９７０と一体化された）塗布パッド１９５１に塗布され、試料の液体は
、反応パッド１９１０に移動して膜１９２０の内外に拡散することができる。洗浄液は、
試料塗布パッド１９５１に添加され、液体を洗浄液受けパッド１９４０に引き込む（乾燥
している結果）ことによって、反応パッド１９１０および膜１９２０を通して引き込まれ
る。標識複合体のための基質を、次いで膜１９２０に塗布し、上半分１９３５ａおよび下
半分１９３５ｂの２つを蝶番１９８０を軸に回動させて分離することによって、膜１９２
０が現れる。物質の存在は、膜１９２０上に配置される少なくとも１つの特定結合対メン
バー（図示せず）から、またはその近くにおいて発せられるシグナルをアッセイすること
による、視覚的または非視覚的検出方法によって検出する。


	header
	written-amendment

